
関西ブランドについての関経
連の考え方～はなやか関西～

　2009年４月に当会が発表した提
言「はなやか関西～関西ブランドの
構築・発信と集客促進の提案～」
では、地域内の多様性を尊重しな
がらも関西全体のブランド力を向上
させること、そして府県の枠を超え
て広域的・一体的に関西ブランドを
発信し、地域の自立をはかることで
分権型社会の実現をめざすことを
提案した。
　「はなやか」には、「①(花のように)
きらびやかで美しいさま。②栄えて
勢いがあるさま。③際立っているさ
ま」という意味があり、関西のブラ
ンドイメージを総称する表現として
使用している。提言では、①歴史
文化と共に生きる・関西、②エンター
テインメント・関西、③環境先端地
域・関西、④知とモノづくり・関西
の４つを関西ブランドの柱とした。
　都市創造・観光委員会を中心に、
関西ブランドの構築・発信に向けた
取り組みを実施している。

近畿圏広域地方計画　文化
首都圏プロジェクト

　「近畿圏広域地方計画 文化首都
圏プロジェクト」は、近畿地方整備
局が中心となり、関西の多様で厚み
のある文化集積を生かし、関西を日

本を代表し牽引する役割を担う圏
域「文化首都圏」とすることをめざ
した取り組みである。当会はその主
体である「近畿圏広域地方計画協
議会」に参画している。このプロジェ
クトにおいて、関西が一丸となって

「関西ブランド」を創造し、「ホンモノ」
の魅力を国内外に発信することで、
関西のブランド力の向上をめざす取
り組みが「はなやか関西～文化首都
年～」である。
　当会の提言を取り入れて2011年
度に始まった同取り組みでは、毎年
度一つのテーマを取り上げて活動を
展開している。2011年度は「茶の文
化」、2012年度は「人形浄瑠璃」が

取り上げられた。当会でも、「はなや
か関西～文化首都年～」の認知度
向上に向け、これらのテーマに応じ
た講演会や視察会などを開催した。

関西広域連合による
「KANSAI国際観光YEAR」

　一方、関西広域連合が主体と
なって進めているのが「関西観光・
文化振興計画」である。自治体や
経済界とともに関西を「アジアを
代表する文化観光首都」として世
界に発信し、関西へのインバウン
ドのさらなる促進をめざすことを目
的に2013年から始まった取り組み
である。

2013年はオール関西で「食」ブランドを発信！
当会では、関西の歴史・文化など魅力あるブランド資源を生かした国際観光振興に向けた広域的・持続的
な実践活動を展開している。2013年は、関西広域連合を中心とした取り組み「KANSAI国際観光YEAR2013」
と近畿地方整備局が中心の「近畿圏広域地方計画 文化首都圏プロジェクト」が共に「関西の食文化」をテー
マに掲げ活動を展開。当会も、これらの取り組みと連携し、関西の「食」ブランドの発信による広域での
インバウンド推進をはかる。
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めざす方向

「はなやか関西～文化首都年～」
関西が一丸となって「関西ブランド」
を創造し、ホンモノの魅力を国内外に
発信することで、関西を文化首都圏と
して発展させることをめざす。

「アジアの文化観光首都」
アジアを代表する文化観光都市とし
ての地位を確固たるものとし、「関西
ブランド」を広めて、インバウンドの
集客をはかる。

具体的事業

・2011年度：「茶の文化」をテーマに、
大阪城での大茶会やフォーラム等を
実施。

・2012年度：「人形浄瑠璃」をテーマ
に、人形浄瑠璃ゆかりの地を巡るツ
アーやフォーラム等を実施。

・2013年度：「関西の食」をテーマに
活動。

2013年が初年。「KANSAI国際観光
YEAR2013」として、今年は「食」を
テーマに活動。関西各地の四季折々
の旬の食材・料理・名産品の魅力を「食
博覧会」はじめ各地の食の催しにてア
ピールし、インバウンドを促進する。
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　具体的には、「KANSAI国際観光
YEAR」という名のもと毎年一つの
テーマを設定し、そのテーマに応じ
た取り組みを官民で連携して実施し
ていく。

オール関西で関西「食」ブラ
ンドを発信

　関西各地には、日本の食文化の原
点ともいえる食材や伝統料理が今も
数多く存在する。現在、「日本の食
文化」が、国連教育科学文化機関（ユ
ネスコ）の世界無形文化遺産に登録
提案されており、今後、ユネスコの
検討・審査を経て、早ければ2013
年秋にもその可否が決定される。
　このような動きもふまえ、2013年
は、「KANSAI国際観光YEAR」と
「はなやか関西～文化首都年～」が
歩調を合わせて関西の食文化を大々
的にアピールする年となる。「KANSAI
国際観光YEAR2013」では、「関西の
食文化」をテーマとし、コア事業と位
置づける「 ’13食博覧会・大阪」をはじ
め、各地のさまざまな食の催しにおい
て、関西各地の四季折々の食材・料
理・名産品の魅力をアピールし、イン
バウンドの促進をめざす。
　1985年より４年に１度開催され、
今年８回めを迎える「食博覧会・大
阪」は、日本最大級の食のイベント
である（前回（2009年）の来場者数は
約65万人）。今回は「食でつなごう
日本と世界」をテーマに、関西から
国内外に「食」ブランドを発信する。

関西の有名シェフを招へいし、関西
の食材を生かした料理やお菓子など
をワンコイン（500円）で提供する催
しなどが予定されている。
　一方で、「はなやか関西～文化首
都年～」の2013年度のテーマも「関
西の食文化」に決定している。関西
に起源のある日本の食文化を歴史の
面からひもとき、今も残る関西各地
の食材、伝承・伝統料理およびそれ
らに関連する取り組み等をつなぎ、
その起源を記した古典や史実等も紹
介しつつ、国内外にアピールする。
　このように関西は一丸となって、

「食」ブランドの魅力を国内外に発
信していく。

関西「食」ブランド発信に向
けた当会の取り組み

　当会も関西の食文化に関連したさ
まざまな取り組みを実施している。
　関西の「食」の輸出拡大とインバ
ウンド促進をめざして、2011年10月
と2012年8月には新関西国際空港

（株）等とタイで「ALL関西フェスティ
バル in バンコク」を開催した。
　また、今年の２月14日(木)～17日

（日）にタイで開催された、毎年期間
中約60万人が訪れる「タイ旅行博

（ＴＩＴＦ）2013」には、関西地域振

興財団と共同でブースを出展し、関
西の「食」ブランドのＰＲを行った。
全759ブースの中から、優れた展示
に贈られる「ベストデスティネーショ
ン賞」にも選ばれ、好評を博した。
　今年度は、在関西の総領事館を
対象とした「’13食博覧会・大阪」
での関西の「食」体験ツアーや、夏
ごろに開催を予定している関西「食」
ブランドに関するシンポジウムのほ
か、都市創造・観光委員会主催によ
る講演会や視察会などの実施を予
定している。
　当会では、関西の「食」ブランド
に関するさまざまな取り組みを実施
するとともに、近畿地方整備局や関
西広域連合と連携を深め、「オール
関西」として一体的な「関西ブランド」
構築・発信の役割を担い、広域連
携によるインバウンド推進の拡大に
つなげていく。

(地域連携部 坂本浩之)

「’09食博覧会・大阪」(前回)の様子

「タイ旅行博2013」でのＰＲの様子

☆期間中、当会も東北復興支援の一環として「ワンコインチャリティ 東北３県
　郷土ふるまい大鍋イベント（仮称）」を開催します。ぜひお越しください。

「’13食博覧会・大阪」開催概要

マスコットキャラクター
「フッピー」

期 間

場 所

主　　催
協　　力
後 援
入 場 料

：2013年４月26日(金)～５月６日(祝・月) 
10：00～18：00(最終日は17:00まで)

：インテックス大阪
（大阪国際見本市会場〈南港〉）

：食博覧会実行委員、大阪外食産業協会
：大商、関西・大阪21世紀協会
：当会ほか31団体
：[当日]大人(高校生以上)2,000円、子ども(小・中学生)1,000円

[前売]大人(高校生以上)1,500円、子ども(小・中学生)750円
：http://www.shokuhaku.gr.jp/index.htmlＨＰアドレス
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